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建築物の既設の塀（ブロック塀や組構造の塀）
の安全点検について 

 

平成３０年６月１８日に発生した大阪府北部を震源とする地震による倒壊

被害を受け、国土交通省では、塀の安全対策については、学校の塀に限ら

ず、広く一般の建築物を対象に、建築物の既設の塀の安全点検のための「チ

ェックポイント」を作成するとともに、特定行政庁に対し、所有者等に向

けて、以下２点を注意喚起するよう要請が出ています。 

 

①このチェックポイントを用いて安全点検を行うこと 

②安全点検の結果、危険が確認された場合には、付近通行者への速や

かな注意表示及び補修・撤去が必要となること 

※国土交通省ホームページより抜粋 

 

東境でも、ブロック塀や組構造の塀が多々見られます。これを機会に、塀

が設置されている家庭においては、添付の「チェックポイント」用いて、

安全かどうか確認を行っていただければ幸いです。 

 

尚、刈谷市においては、道路（個人敷の通路を除く）及び公共施設（学校、

公園等）の敷地に面する高さ１ｍ以上のブロック塀等の撤去を行う場合に、

１０万円を上限として補助金が交付されます。 

※詳細は刈谷市のホームページの「ブロック塀等撤去費補助制度」をご覧

ください。 
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